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国際土木委員会

Standards Summit – Paris 概要

期 間：2018年3月26日（月）～3月30日（木）

会 場：Coeur de Défense、Espace Grand Arche – La Défense

参加者：国と地域から約370名

日本からは建築分野10名、土木分野13名参加

2018.04.25
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国際土木委員会

パリサミット参加者（土木関係者）

2018.04.25

所 属 氏 名 国際⼟⽊委員会 （bSJの役職）

⼤阪⼤学⼤学院 ⽮吹 信喜 委員⻑ （bSJ 土木委員会 委員⻑）

日本⼤学 木下 誠也 委員

ＪＡＣＩＣ 坪香 伸 委員

ＪＡＣＩＣ 尾澤 卓思 事務局⻑

(株) ⼤林組 古屋 弘 事務局員 （bSJ 土木委員会 副委員⻑）

(株) コンポート 有賀 貴志 事務局員 （bSJ 土木委員会 インフラストラクチャ小委員会 委員⻑）

ＪＡＣＩＣ 宮本 勝則 事務局員

ＪＡＣＩＣ 横⼭ 善⾏ 事務局員

所 属 氏 名

北海道⼤学⼤学院 田中 文基 bSJ 土木委員会 橋梁モデルＷＧリーダー

ＳＣＯＰＥ 西島 浩之

ＳＣＯＰＥ 西原 孝仁 bSJ 土木委員会 港湾モデルＷＧリーダー

鹿島建設 竹本 久高

応用地質 工藤 里絵

国際土木委員会

その他



国際土木委員会

各ルームの位置づけ

2018.04.25
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国際土木委員会

フランスのBIMの取り組み（１）（Opening Plenaryから）

カテゴリ タイトル 講演者 概要

French 
Organizations 
need for openBIM

The modelling of your 
requirement

Egis
(Christophe Castaing)

EgisにおけるBIM toolkitの利
用

BIM in VINCI VINCI
(Marie-Claire Coin)

VINCIにおけるBIMの利用状
況

SAINT-GOBAIN WITH
buildingSMART

Saint-Gobain
(Laurent Ortas, Stephane 
Patric)

2017年にBIM Libraryを立
上げ

Bouygues Construction :
Deployment of BIM and open 
BIM 

Bouygues
(Christophe Moreau)

BouyguesにおけるBIMの利
用状況

Status of 
openBIM in 
France

The French Digital Transition 
Plan for Buildings

PTNB
(Bertrand Delcambre)

PTNB（建物のデジタル化移
⾏計画）

Status of openBIM for 
Infrastructure in France

Bouygues Travaux Publics
(Pierre Benning)

MINnDの状況

buildingSMART
Data Dictionary 

CEN/TC 442/WG4 coBuilder France
(Frederic Grand)

CEN/TC 442 - Building 
Information Modelling 
(BIM) WG4 - Support 
Data Dictionaries

Public Finance Institution 
View of the need for openBIM

CDC/DIDL
(Hélidéo COSTA ELIAS)

bSDDへの取り組み

2018.04.25

bSIの主要テーマは、openBIM



国際土木委員会

フランスのBIMの取り組み（２）（Opening Plenaryから）

2018.04.25

• 2014年12月10日、住宅⼤臣が、建設業界

でのデジタルツールの導入を加速するため、
デジタル移⾏計画（PTNB)を発表した。

• 予算は3年間で20,00万ユーロ（約26億
円）

• 特にプロジェクトオーナーの説得と鼓舞、中
小企業のデジタルスキルの向上、ソフトウェア
の相互運用性の促進、デジタルエコシステム
の開発

• 3年後の現在、年次調査の結果、専門家
の35%がBIMの利用を開始、65％がBIMに
関する十分な知識がない、53％が訓練が
必要と回答。

• ステークホルダーの自発的コミットメントに基
づき2022年にBIMを一般化（2017年11
月：最初の署名者50機関）

PTNB フランスにおける建物のデジタル化移行計画



国際土木委員会

CCCCの取り組み（１）（Opening Plenaryから）

2018.04.25

デジタルスタンダードの必要性

• インフラプロジェクトの規模と
複雑さ、プロジェクトへの
様々な部門からの多くの関
係者の関与により、⼤規模
なデータ及び情報の交換が
必要

• 品質管理、マネジメントおよ
び効率的な⼤量のデータ転
送に関する手段の不足によ
る、データと情報の相互交換
の非生産性に苦慮

• デジタル社会開発のための
要件、「一帯一路」政策にお
ける多国間開発の枠組みの
必要性ならびに伝統的な建
設業界を変える必要性

対等および相互利益

包括および相互学習

協力およびWin-win

共有された平和

共同開発

連帯と相互信頼



国際土木委員会

CCCCの取り組み（２） （Opening Plenaryから）

buildignSMARTに対するCCCCの考え

• 真にグローバルでオープンであること

• 「一帯一路」政策における架け橋としての潜在的な役割

• 地方政府機関および規格への関与

• 専門的運営による組織の改善

• 資金調達機関（EU H2020など）との連携の構築

2018.04.25

China Communications Construction Company（CCCC）

2017年 International Member

2018年 Strategic Advisory Council



国際土木委員会

InfraRoomの概要

2018.04.25

• インフラス分野のプロセスおよびデータの統合を可能にするオープンスタンダードの開発、
向上および融合を⾏う。

• BIMとGISの統合および建設環境を効果的に管理するための情報およびプロセスの
標準化を⾏う。

InfraRoomの運営委員会（Steering Committee）

東京サミットま
でに改選



国際土木委員会

InfraRoomのロードマップと進捗状況

• InfraRoomでは、IFC-Bridge、IFC-Road、IFC-Maritimeのプロジェクトが進
進⾏している。

• IFC-Tunnelは予算獲得等の課題によりプロジェクトの見直しが⾏われる。

• Railway Roomが新設され、IFC-RailはRailwayRoomでプロジェクトが実施さ
れる。InfraRoomとRailway Roomは密に協力し、プロジェクトを進める。

2018.04.25



国際土木委員会

InfraRoom セッションの要旨

• IFC-Bridge プロジェクトは、WP1（共通要素
定義と要求分析）の報告書の最終レビュー、概
念モデルの報告書のレビューを実施している。

• Ports & Harboursは、ユースケースの検討、共
通要素定義の要素検討を⾏っている。

• IFC-Roadは、ユースケースおよび分類法の検討
を⾏っている。

• Common Schema（共通要素定義）は各プ
ロジェクトからの共通要素定義を収集している。

bSJからエキスパートパネルに参加表明

• Infra Deployment（IFC-Alignment1.1）
は、線形の実装の結果を検討している。

2018.04.25
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国際土木委員会

各プロジェクトの状況

対象構造物 対象範囲
作業進捗

（2018年3月時点）
日本の関与

（2018年3月時点）

<IR2>
IFC-Bridge

橋梁※1

（詳細は検討中）
・ライフサイクル全般

オブジェクトの定義（分
類、構造の分析）

PT,EP参加（bSJ）

<IR3>
Port & Harbour

港湾構造物※2

（詳細は検討中）
・ライフサイクル全般 ユースケース分析

EP参加（SCOPE、
bSJ）

<IR5>
IFC-Road

道路構造物※2

（詳細は検討中）
・ライフサイクル全般
・地形情報との整合

ユースケース分析 EP参加（bSJ）

<IR6>
Common Schema

下記プロジェクトの共通部分
（例：舗装、排水など）

・ライフサイクル全般
共通要素の特定（空間
構成等）

EP参加（bSJ）
※パリサミットで参加表明

<IR7>
IFC-Alignment 1.1

アラインメント（線形）
・構造物の配置の基準
・アラインメント構造の表現

ソフトウェアの実装結果報
告

EP参加（bSJ）

<セッションなし>
IFC-Tunnel

トンネル※1

（詳細は検討中）
・ライフサイクル全般 ※プロジェクトの見直し

プロジェクト開始に向けた
ミーティング参加（bSJ）
2017.6

<Rail Room＞
IFC-Rail

鉄道構造物
（エネルギー、軌道を含む）

・ライフサイクル全般
ルームを正式に設置。対
象範囲の検討

未

2018.04.25

※1：アラインメントは除く PT：Project Team
EP：Expert Panel

• 各プロジェクトは、対象構造物に応じて対象範囲、目標、体制、予算、進捗等が異なるが、共通部分の開発を含めて、2020年のIFC5策定に
向け作業を⾏っている。

• 各プロジェクトは、プロジェクト提案を⾏った関係者のモデル（国や民間のプロジェクト等で開発）をベースとし、国際的なモデルとなるようbSIのス
タンダードプロセスに従ってプロジェクトを実施を通じて合意形成を⾏い、bSIの標準を策定する。

• 検討はライフサイクル全般（ただし、プロジェクト毎にユースケースの優先度を定めている）を想定し、モデルの検討、要件定義、共通要素の特
定、既存スキーマの利用、スキーマの拡張、ソフトウェアの実装研究を⾏っている。



国際土木委員会

IFC-Bridge プロジェクト（１）

2018.04.25

概要

期間 2017年3月～2018年12月

• 橋梁に関するIFCの開発を⾏うプロジェクト。Egis(フランス）のChristrophe

Castaing氏が運営。

• 2006年に、日本とフランスが最初のIFC-Bridgeを開発。2013年にIFC4に基づいた、

IFC-Bridge V3を公開。現在は米国のBrIM、Road、Rail等のプロジェクトと連携し

ている。2017年以降、短期目標（Fast Track）とIFC5に向けた⻑期目標を目指す

2つのステップを実施している。

目標 • ユースケースを特定し、当該ユースケースにおけるデータ交換要件がプロジェクトのFast 

Trackで取り扱う必要があるか確認する。

• Fast trackおよび⻑期的なIFC-Bridgeの拡張作業の標準化作業を明確にする。

• Fast trackでbSIの国際標準としてIfcBridge1.0（またはIFC4.n）を開発し、続く

IfcBridge2.0（またはIFC5）で高度な拡張を目指す。

• IFC5の開発および実装に向けた構造の詳細化のロードマップを作成する。

※パリサミットで変更



国際土木委員会

IFC-Bridge プロジェクト（２）

2018.04.25

IR2 IFC Bridge

• Fast Trackの2つのレポートが提示された。
Report WP1：Requirements analysis
（対象構造、ユースケース、プロセスマップ、MVD構成、データ要求事項）
Report WP2：Conceptual Model
（要素構成の概念、Entityの適用）

• 空間構成について、Overall Architectureの提案を整理した要素構成が提案されている。

• 2018年4月にExpert Panelを開催し、Report WP1の最終確認およびReport WP2のレビューが⾏わ
れる。

3/28 11:00～13:00



国際土木委員会

IFC-Harbour & Portプロジェクト（１）

2018.04.25

概要

目標

期間

• 港湾の開発、運用および維持管理のユースケースの定義

• データ交換要件の定義

• 港湾に関するIFCの開発およびドキュメントの作成

• モデル作成ガイドラインの開発

• 展開および今後の開発計画

• 既存の標準化の取組みとの統合

2018年1月～2020年3月

• 港湾に関するIFCの開発を⾏うプロジェクト。中国交通建設股份有限公司（CCCC）

のZiyu Sun氏、カーディフ⼤学のHaijian Li氏が運営。

• 2017年4月（バルセロナ）で、bSI、CCCC、カーディフ⼤学でプロジェクトのMOU

（覚書）を締結。

※パリサミットで変更



国際土木委員会

IFC-Harbour & Port プロジェクト（２）

2018.04.25

IR3 Ports & Harbors

• プロジェクトは実質的に2018年1月から開始された。

• プロジェクトチームの体制、今後のスケジュールの改訂が示された。

• WP1の検討事項として、ユースケース（９項目）と分類法（12項目）が提案された。

• ユースケース：Site Data Aided Construction、Structural Analysis、Fluid Mechanics Analysis、Wave 
Impact Analysis、Mooring Analysis、Navigation Analysis、Logistic Planning Simulation、Risk 
Assessment、Ship Lock Operation

• 分類法：Wharf / Quay / Pier、Wharf Auxiliary facilities、Embankment、Land Field、Water Field、
Solid Cargo handling、Liquid Cargo handling、Breakwater、Regulation Structure、Ship Lock、
Shipyad、Dock

• 2018年4月～5月にExpert Panelを開催する。

3/27 14:00～15:30



国際土木委員会

IFC-Road プロジェクト（１）

2018.04.25

概要 • 道路に関するIFCの開発を⾏うプロジェクト。KICT（Korea Institute of Civil 

Engineering and Building Technology）のMoon Hyounseok氏が運営。

• 2016年にKICTによるIFC-RoadがbSI SPECとして公開。2017年4月（バルセロ

ナ）、bSI、KICT、CRBIMおよび6つの機関がMOU（覚書）を締結。

期間 2018年4月～2019年10月

目標 • 資産管理データベースからの道路情報、およびライフサイクルにおける幾何、地形、製品、

意味情報の交換とオープンアクセスを可能にする。

• 地形、建築要素などの他のインフラストラクチャーの幾何が重複する領域で、bSIの道路

情報とOGC GMLを調和させる。

• Bridge、Road、RailおよびTunnelに関するプロジェクトで提案されたIFCスキーマの拡

張との共通概念を特定するため、Common Schemaの開発に参加する。

• 道路分野のIFCスキーマの候補を作成し、現在のIFCスキーマの鉄道分野への適用を

検討する。

• 道路分野として新たに提案されたIFCスキーマの国際的な合意を構築する。

• ソフトウェアの早期テストと展開を⾏い、IFCスキーマの拡張おける、IFC Roadの採用に

貢献する。

※パリサミットで変更



国際土木委員会

IFC-Road プロジェクト（２）

2018.04.25

• 現在のプロジェクトの進⾏状況の説明、プロジェクトの実施項目の確認を⾏った。プロジェクトの実⾏計画のド

ラフトは2週間後にレビューされる。

• WP2の検討事項として、フェーズ毎に24項目のユースケースが提案された。

• Early Planning（5項目）、Design（14項目）、Construction（1項目）、Operations and Maintenance
（4項目）

• ISO、韓国、スウェーデン、スペインおよびフランス等の分類に基づいて、分類法が提案された。

• Road Elements（15項目）、Construction resource（21項目）、Subsidiary facilities（19項目）、
Utilities（12項目）、Ground reinforcing（16項目）、Geotechnical investigation and geological / 
hydrological analysis、Road structure（7項目）

• ユースケースおよび分類法はエキスパートパネルにて討議する。

IR5 IFC Road 3/28 9:00～10:30



国際土木委員会

Common Schema プロジェクト（１）

2018.04.25

概要

期間 2017年11月～2019年10月（24カ月）

• インフラ分野の共通部分を特定し、IFCスキーマの拡張を⾏うプロジェクト。ニューサウス

ウェールズ⼤学のJim Plume氏が運営。

• 2016年9月（済州島）で、平⾏するIFC-Road、IFC-RailおよびIFC-Bridgeプロ

ジェクトの共通基盤の必要性が認識された。先⾏して実施していたIFC-Alignmentお

よびOverall Architectureの成果を基に、各分野に共通する概念を特定する。

目標 • インフラストラクチャ分野の全体で共通の概念を識別する。

• 共通概念のIFCスキーマの拡張に関する作業計画を開発し実⾏する。

• 並⾏して実施しているインフラストラクチャ分野のプロジェクト全体の調整的役割を果たし、

スキーマの拡張の一貫性と調和を確実にするためのガイダンスと技術的助言を⾏う。

※InfraRoomのプロジェクトプロポーザルに基づく。



国際土木委員会

Common Schema プロジェクト（２）

2018.04.25

IR6 Common Schema

• Common Schemaについて、要件、人材および資金を含めて、アジャイルアプローチ等を用いて迅速に対

応する必要があることを確認した。

• 各プロジェクトから次の提案が⾏われた。
• IFC-Bridge：空間構成

• IFC Ports & Harbours：動的要素、地質、水文、配置、物理要素

• IFC4Landscape：Open Standard Based Data Modelling, Workflows, and Data Exchanges for Site, 

Landscape, and Urban Planning Design, Procurement, Construction and Operations（building 

RoomとInfraRoomが関与するが未決定、イギリス、ノルウェー、アメリカ、ドイツ、フィンランドが参加）

• Railway RoomからCommon Schemaの代表者を選出し、InfraRooｍと協働することが確認された。

東京サミットでは、InfraRooｍとRailway Roomとジョイントセッションが予定されている。

3/28 11:00～13:00



国際土木委員会

IFC-Alignment 1.1 プロジェクト（１）

2018.04.25

概要

期間 2016年3月～2017年2月（12カ月）継続中

• IFC4x1で実装されたアラインメントの拡張を⾏うプロジェクト。AEC3（ドイツ）の

Thomas Liebich氏が運営。

• IFC-Alignment1.0プロジェクトで判明した追加要件の検討、商用ソフトウェアへの完

全な実装とテストの継続を⾏う。2016年11月（済州島）に、フランス、オーストラリア、

オランダおよび中国、2017年4月（バルセロナ）に、スウェーデン、スペインおよびフラン

スがソフトウェア実装のテスト状況を報告。

目標 • 制約（オフセット）を伴う主たるアライメントと平⾏なアライメントの定義。

• オブジェクトの配置のための線形参照。

• 鉄道固有の緩和曲線の検討。

• IFC-Alignmentの展開プロジェクトに参加するソフトウェア企業および初期ユーザーの

支援。

※InfraRoomのプロジェクトプロポーザルに基づく。
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IFC-Alignment 1.1 プロジェクト（２）

2018.04.25

IR7 Infra Deployment                  

• ノルディック、スペイン、オーストラリア、中国、ドイツ、フランス、ロシア、ベネルクスでプロジェクトに参加。

• ノルディック（Trimble & Triona）、スペイン（Aplitop）、オーストラリア（12d solutions）、中国（Dassault

Systems）で実装検証とユースケースのレポートが作成されている。

• ソフトウェア間の標準使用の違反、サンプル数が少ない、IFCバージョンの問題等の課題があるが、プロジェクトチーム内の技

術交換により解決されている。

• ノルディックチームによるIFC AlingmentおよびInfraGMLの評価結果が報告された。

• スウェーデンの道路及び鉄道新設で線形交換フォーマットとして用いる。

• 標準の検証であって、ソフトの検証ではない。

• ベンダーの国際間の調整が困難。標準化の作業は⻑期的になり、組織に依存する。

• クロソイドカーブの起点の定義にあいまいな点がある。

3/28 14:00～15:30



国際土木委員会

IFC-Tunnel プロジェクト（１）

2018.04.25

概要

目標

期間

• IFCのCommon Schema（共通スキーマ）開発に参加し、貢献する

• 現在のIFCスキーマのトンネル分野への適用を検討する

• トンネル分野として新たに提案されたIFCスキーマの国際的な合意を構築する

• ソフトウェアの早期テストと展開を⾏い、IFCスキーマの拡張おける、IFC Tunnelの採用

に貢献する

2017年第4四半期～2019年第4四半期（24カ月）

• トンネルに関するIFCの開発を⾏うプロジェクト。Amberg（スイス）のPhilipp 

Dohmen氏が運営。

• 2017年4月バルセロナサミットにおいて、日本、ドイツ、中国および韓国を含む、トンネル

に関するIFCの研究を⾏った国の関係者を集めたミーティングを実施。2017年6月に

ITAとのジョイントミーティングを実施（bSJ参加）。

※InfraRoomのプロジェクトプロポーザルに基づく。
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IFC-Tunnel プロジェクト（２）

2018.04.25

• トンネルプロジェクトは再計画となった。

IR7 IFC Tunnel パリサミット セッションなし
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Resolutions（１）

2018.04.25

• InfraRoomは、IFC Bridgeプロジェクトの進捗状況と報告書の完成度を認める。

• インフラルームは、WP1要件分析レポートの最終審査を要請する。

• インフラルームは、概念モデルとレポートに関するフィードバックを受容する。フィードバックは今後2

週間で配信される予定。

• InfraRoomは、2018年4月中旬に予定されている次回のエキスパートパネルに橋梁のエキス

パートを招請する。

• InfraRoomは、プロジェクトの資金調達の不足に留意し、さらなる支援を求める。

• InfraRoomはプロジェクトへのさらなる参加を求める。橋梁オブジェクトのセマンティックな説明と

属性情報をsm@aec3.de（cc：l.mol@gobar.nl）まで送る。

IR2 IFC Bridge Resolutions
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Resolutions（２）

2018.04.25

• InfraRoomは、Ports ＆ Harborsプロジェクトの初期作業を受容し、エキスパートパネルへ

のエキスパートの参加を歓迎する。

• InfraRoomは、アセットのライフサイクルと施設の運用全体を強化するユースケースに重点を置

くことを推奨する。

• InfraRoomは、空間構造、動的構造、地質学に関する要件を他のプロジェクトと交換すること

を奨励する。

• InfraRoomは、より多くのステークホルダーがプロジェクトに加わることを期待している。

IR3 Ports & Harbours
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Resolutions（３）

2018.04.25

• 各ルームのリーダーは、後日ジョイントセッションのレゾリューションを追加することを了承した。

BR4/IR4/PR4 Joint session
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Resolutions（４）

2018.04.25

• InfraRoomは、ユースケースの調査と分類法に関するプロジェクトの進捗状況を受容する。

• InfraRoomは、ドメインエキスパートがエキスパートパネルに参加することを奨励する。最初に取

り組む分野は、ユースケース優先度と分類法。

• プロジェクト実⾏計画の草案を2週間後に入手できるようにし、InfraRoomでレビューすることが

奨励される。

IR5 IFC Road
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Resolutions（５）

2018.04.25

• InfraRoomは、各インフラストラクチャドメインプロジェクトが、ドメイン全体で共通の情報要件の

定義に緊急の注意を払うように促す。

• Common Schemaプロジェクトをサポートするための効果的な人材の緊急な必要性を認識し、

必要な柔軟性を処理するためのAGILEアプローチを推奨する。

• Common Schemaプロジェクトが現在のIFC開発作業において本質的な役割を果たすことが

できるようにするために、適切な資金調達と資金調達の必要性を認識する。

• Common Schemaプロジェクトチームに作業項目の優先順位付けを促し、本質的でタイム

リーな成果物の迅速な提供を保証する。

• Common Schemaプロジェクトに、ビジネスケースの簡潔な説明を作成し、労力の重複を避

けることの経済的利益を主張するよう要請する。

• Common SchemaプロジェクトがIDBE（Integrated Digital Built Environment）

ワーキンググループの作業と緊密に連携し、OGCの取り組みへの適切な連携を確保するよう促

す。

• IFCのランドスケープ（および関連する作品）のプロジェクト提案の導入を歓迎し、

InfraRoomとの緊密な協力を促進して、次の段階への提案を進める。

IR6 IFC Common Schema Resolutions
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Resolutions（６）

2018.04.25

• InfraRoomは、Alignment 1.1標準の実装とテストに携わったデプロイメントチームに感謝す

る。

• InfraRoomは、アライメント1.1の初期テストに参加するための地域のチームとベンダーの関与と

インスピレーションへの取り組みに対してチーム（L. Vaessen-MolとS. Muhic）に感謝する。

• InfraRoomは、Infra Deploymentの活動提案草案を歓迎し、フィードバックを求める。

IR7 Alignment Deployment Resolutions
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Resolutions（７）

2018.04.25

• インフラストラクチャルームと鉄道ルームは以下の条件に同意する。

• 共通スキーマプロジェクトの共通セッションのための次のテクニカルサミットの組織と、他のルームと

の共通セッションを共同で調整する。

• 両方のルームでリエゾン代表者を任命する。

• IFC共通スキーマプロジェクトに参加する鉄道の代表を任命する。

• 各プロジェクトがIFC共通スキーマプロジェクトのコンテキストで「共通要素」の識別に貢献すること

に留意する。

Common Resolutions: IR & RWR



国際土木委員会

IFC-Rail プロジェクト（１）

2018.04.25

概要 • 鉄道に関するIFCの開発を⾏うプロジェクト。China Railway BIM Alliance

（CRBIM）のSuo Ning氏が運営。

• 2016年にCRBIMによるIFC-RailがbSI SPECになる。

• 2017年4月（バルセロナ）で、bSI、CRBIMおよび7つの欧州鉄道事業者等でMOU

（覚書）を締結。

期間 2018年1月～2019年6月（18カ月）

目標 • 鉄道分野のIFCスキーマの候補を作成し、現在のIFCスキーマの鉄道分野への適用を

検討する。

• Bridge、Road、RailおよびTunnelに関するプロジェクトで提案されたIFCスキーマの拡

張との共通概念を特定するため、Common Schemaの開発に参加する。

• 鉄道分野として新たに提案されたIFCスキーマの国際的な合意を構築する。

• プロジェクトの成果物を公開し、ソフトウェアでの早期テストを⾏うことで、 IFCスキーマの

拡張おける、IFC-Railの採用に貢献する。ｃ

※InfraRoomのプロジェクトプロポーザルに基づく。
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IFC-Rail プロジェクト（２）

2018.04.25

• Railway Rooｍが正式に発足し、IFC Rail Consortium Agreement（内容不明）をメンバー

で締結した。

• パリサミットはドメインごとのWorkshopを開催した。ドメインはエネルギーおよび軌道について資

料が公開されいている。

• 作業の対象範囲を示すドキュメントを2018年4月13日までに作成する。

• 2018年5月、9月および東京サミット前後にLive Workshopを開催する。

IFC Rail



国際土木委員会

Expert Panelの対応

2018.04.25

プロジェクト 参加状況 開催状況

IFC Bridge 〇 4月中旬に開催を予定（案内なし）

IFC Port & Harbour 〇 4月～5月に開催を予定（案内なし）

IFC Road 〇 開催予定はあるが、時期は未定

Common Schema 〇 開催予定はあるが、時期は未定

IFC Alignment 1.1 〇 開催予定はない

IFC Tunnel 開催予定はない

IFC-Rail 開催予定はあるが、時期は未定

 開催日はプロジェクトチームが決める。

 開催案内、資料公開から開催までの期間が短い。開催
は時差の都合で深夜が多い。

 登録しないとフォルダのアクセスができない。

IFC BrideのExpert Panel開催例
2018.02.03 Expert Panel開催の案内
2018.02.17 ドキュメント配布
2018.02.22 Expert Panel開催

プロジェクトチームをサポートし、プロジェクト実⾏のコンテキスト内でドメイン固有の問題、または標準に固有の問

題に関するアドバイスを提供する。（InfraRoom Charterより）
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次回サミット

2018.04.25

日時： 2018年10月16日（火）～10月19日（金）

会場： 10月16日～18日 プラザ平成・未来科学技術館

10月19日 赤坂インターシティAIR

参照： https://www.buildingsmart.org/event/international-standards-summit-tokyo/

buildingSMART International Summit
Tokyo Japan – 2018

https://www.buildingsmart.org/event/international-standards-summit-tokyo/
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